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移植,出穂,結実,収穫, 脱穀,計量の実際から,

稲作儀礼,水田の動植物にいたるまで,きわめて具

体的かつ詳細な記述がなされており,さながら ｢水

稲耕作百科｣の観を呈 している｡

本訳書には,タイ国になじみの揮い読者の理解を

助けるため,各章末尾に,詳細にすぎるほどの訳託

と説明写頁が加えられている｡とくに巻末に付され

た62葉の参考写真は,原文はもとより,英訳にもな

かったものであって,本訳書の価値を高からしめて

いる｡

これまでタイ語文献でわが国に翻訳紹介されたも

のは,若干の小説をのぞき,ほとんど皆無の状況で

あったが,アジア ･アフリカ言語文化研究所の手に

よって,本訳書のような,タイ人学者による研究業

横が全訳刊行されたことは,まことに喜ばしいこと

である｡同研究所によって今後,アジア ･アフリカ

諸国語で書かれた研究書が,系統的に翻訳紹介され

ることを期待したい｡ (石井米雄)

J.MarvinBrown,ed.AUA Language

CenterThaiCourse,Book 2.Bangkokl.

TheAmericanUniversityAlumniAssocト

ationLanguageCenter,1966.131p.

先に紹介した AUA I,anguageCenterThai

Course,Booklに直接続 くものである. 全体で20

のレッスンより成り,各 レッスンに費やすべき時間

数は 教室での練習2時間に L.L での練習1時間

となっている｡ また, L.L.を使用出来ない者は,

これを省略し50時間で本書を終えてもさしつかえな

いように工夫されている｡各 レッスンは,(1)Tone

Practice,(2)Expansions,(3)Patterns, (4)

Dialogue,(5)ContrastDrills,(6)ToneIden-

tificationDrills, (7)TapedDrillsの7部分に

分かれており, (7)が L.L での訓練に当てられる

わけである｡全体を通じて,各部分にはいろいろな

名前がつけられてはいるが,すべてパターンによる

反復練習の方法が取られている｡ したがって,一語

一語訳してからもう1度全体の意味を考えるという

ような行き方は, Booklおよび Book2を通じ

て全然見られない｡前半のタイ語には訳がつけられ

紹 介

ているが,それも後半になると全 くな くなる｡本書

を終了した場合どの程度のタイ語の力を身につけた

ことになるかという点であるが,わたくLは本書に

ある文章を本当に身につけてしまえば,普通のH帯

の話し言葉では,まず困ることはないと思う｡本曇･二

のタイ語は純粋の話し言葉ばかりであり,その話し

言葉の又 もすべてもれなく集められているわけでは

ないが,まずこれだけの口語をものにしておけば,

必要に応 じてそれを自分で拡大増加させることはた

いして困難ではないと思う｡またタイ文字の使用法

については,本書の性格上,各 レッスンの末に少し

ずつ例をあげて説明しているだけであるが,それで

も Book2を終えれば, 最少眼の知識は得られる

であろう｡だいたい本書はタイ語の完成を目ざすも

のではなくて,基礎的な話し言葉を能率よく身につ

けさせ,その基礎の上に各人の必要なり興味なりに

応 じて,さらに高度の能力を積み重ねてゆ くことを

予想するものである｡ ただ本書は AUA における

タイ語コースにおいて,AUA cD方法によりタイ語

を学ぶという具体的な線にそって作られたものであ

るから,誰がどんな方法で用いても効果が上がると

いうようなものではない｡まず,独学は不可能であ

ろう｡本書が予想している方法を心得た指導者の下

に適当なインフォーマントを使用 して授業を進めれ

ば,かなり労少なくして効果を上げることが出来る

のではないかと思う｡いったいに本書ではこCj:)r労

少なくして｣という点が塵:んじられているといえる｡

だから,その ｢労少なくして｣得られる以上のこと

を本書から予期してはアテがはずれるであろう｡

(桂溝希郎)

LM.Hanks,J.R.Hanksand Lauriston

Sharp.EthnicNotesonNorthernThailand,

DataPaperNo.58.Ithaca:SoutheastAsia

Program,Department of Asian Studies,

CornellUniversity,1965.xiii十96ト13p

1963年 より1964年にかけて 行なわれた Bening-

ton-CornellAnthropologicalSurveyofNorth-

ernThailandに参加あるいは何 らかの形で関係し

た研究者達のペーパーを集めたものである｡全部で
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12のペ-パー,ビブリオグラフィーおよびタイ語用

言吾のグロッサ リーから成るが,今までにあまり名の

知られていない若い研究者のペーパーも取り入れら

れている点が興味深い｡ ただ, この少ないページ

数で12のペーパーを集めているのであるから,どれ

もみな短いものばかりで,取 りあげられているテー

マも小さいもので,かなり概括的である｡ しかし多

いようで案外す くない北タイに関する研究書で,し

かもタイ人以外の ethnicgroupsについてのペー

パーが半数以上の7編を占めているのであるから,

この地域の研究者にとっては,やはり興味をそそる

ものだといえよう｡12のうち言語に関するものは,

(1)R.B.Jones,"PhonologicalFeatures of

NorthernThai"および (2)HerbertC.Purnell,

Jr.,"TwoGrammaticalFeaturesofNorthern

Thaiりとであり, いずれも北タイ方言 (N.T.)杏

テーマとしたものである｡わた くLは他の分野のベ

ーパ-に関してどうこう言う資格はないので,以下,

この二つのペーパーに話を限りたいと思う.

(1)は全部で5ページであるが,取りあげられて

いる言語はPrae,Lamphun,Cbiengmai,Chieng･

saen,Nan,Bandu,Chiengraiの七つの北部方言

および中部方言 (C.T.)である｡ 著者の目的は,

N.T.の中でもこれらの各小方言は互いに異なりな

がらも, C.T.にはないある共通した点を持ってお

り,これが N.T.と C.T.とを分かつ要素 である

ことを,簡略に示そうという点にあると思われる｡

このペーパーでは initialconsonantsとtonesと

に関して,以上の七つの N.T.とC.T.とを比較 し

たものである｡全体として別にこれと言って新 しい

ものはないが,その日ざしている点はひじょうに興

味の持てるものだと思う｡例えば,N.T.とC･T･と

のバウンダリーをどの辺に引 くかといったような問

題になると,さらに多 くのこの種のデータが必要に

なって くるのではなかろうか｡著者もふれているよ

うに, Uttaradit,Pitsanulok あたりの方言につ

いてこのようなデータを得ればおもしろいのではな

いかと思う｡ これから N.T.に関して 丘eldwork

を行なうならば,どこか一つの地にとどまってそこ

の方言の極めて詳 しい記述研究を行なうか,あるい

はひじょうに多 くの地点を選んでそれぞれの方言を

他と異ならしめている要素を明らかにしてゆ くか,
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この二つの線にそって行なうことになると思うが,

本ペーパーは後者の行き方を進めるための出発点を

示すものだと思う｡

(2)は N.T.(Chiengrai,MaechanDistrictの)

と C.T.との文法構造を対照 したもので,いわゆる

比較言語学的研究ではなくて,両方言の Hcontras-

tivestudy''と言うべきものである｡全体で6ペー

ジ近いものであるから,両方言の文法構造全体を対

照 したものではなく,Compoundsおよび unrest-

rictedintensifiers(e.g./-cat,ndk,etc.)にお

ける語順を対鷹 している｡ Compoundsについては

/ndcLm/<水> および /cacLt--/<ひじょうに, 実

に> (N.T.)について, これらが他の語と結合 し

て Compounds を構成する際の語順を対照する｡

例えば N.T./ndqmmêe/<河> :C.T./mÊEnddm/.

unrestrictedintensi丘ers は, かなり数が多いの

でここにあげることは出来ないが,同じような方法

で C.T.との違いを, 語順だけでな く semantic

shiftに関しても,浮きぼりにしている｡ このペー

パーは以上の2点に関してのみ両方言を対照 したも

のであるが,文法構造全体の対照研究の行なわれる

ことが望まれる｡N.T.のどれか一つを C.T.と比

較する場合,音声構造のみを比較することは,現代

では,あまり意味がないとわたくLは思うが,この

種の文法的な対照となると,今までにまとまったも

のがないだけに, N.T.の 丘eld workerにとっ

てたいへんおもしろい研究になるのではないだろう

か｡ (桂満希郎)

Ratchabanditsathan,ed.Khwamruthong

Aksorasat.Bangkok:Ratchabanditsathan,

B.E.2508(1965).5+321p.

本書はタイ国王立研究所 (RoyalAcademy)が

これまでに発行 したことのある,主としてタイ語に

関する論文および告示の類から,適当なものを選び

新たに1冊の本にまとめて出版 したものである｡ し

たがって,各文の初版年代はかなり古いものばかり

であるが,その内容をみると,タイ語に関心ある人

達にとってまだその価値をうしなわないものばかり

である.これら一つ一つの出版物が現在では入手不
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